
平成 29 年度事業にかかる目標設定と達成状況について（H30 年 2 月末現在） 〔 〕は「28 年度目標数」、〔 〕は「28 年度実績」 

 情報発信 コミュニティ形成・連結 プロジェクト創出 プロジェクトのショーケース 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
（
事
業
量
） 

目標・ 

事業計画 

（ 年 間 ）

  

 

 

 

情報発信 700 件 〔700〕 

① イノベーション人材のコミュニティ形成       72 回 〔72〕 

学生、VC、起業家、支援機関、企業を対象としたイノベー

ティブ人材のコミュニティ形成のためのセミナー等 

② 海外ワークショップ （学生、起業家）         １回 〔1〕  

 

 

 

① ニーズ顕在化プロジェクト構築プログラム  2 回 〔3〕 

② プロジェクト創出プログラム           8 回 〔12〕 

（うち、オープンイノベーションマッチング   4 回 〔4〕） 

③ ピッチイベント                   42 回 〔35〕 

④ ＯＩＨｼｰﾄﾞｱｸｾﾗﾚｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ（ＯＳＡＰ）   2 回 〔2〕 

 

 国際イノベーション会議開催 

プロジェクトのプロモーション機会創出 

参加者 ： ７００人以上 〔６５０人以上〕 

 

 国際会議 1 回 〔1〕 

実績 

(2 月末  

現在) 

 

 イベント告知   日本語 328 本、英語 8 本 

 イベントレポート 日本語 2 本、英語 2 本 

 起業家紹介等  日本語 4 本、英語 0 本 

 ニュース      日本語 40 本、英語 6 本 

 ＨＰ新コンテンツ 日本語 36 本 

 FB 投稿      日本語 349 本、英語 75 本 

 メルマガ 36 本、ＤＭ66 本、プレスリリース 6 件 

計 958 〔933〕 

  （内他自治体のイベント発信件数 21 件〔11〕） 

 

・その他、他自治体における OIH でのイベント発信

件数    29 件〔7〕 

 

① イノベーション人材のコミュニティ形成    178 回 〔181〕 

② 海外ワークショップ                2 回 〔2〕 

 

 

① 6 回 〔5〕 

② 9 回 〔16〕 

（4 回 〔5〕） 

③ 45 回 〔52〕 

④ 2 回（第３期、第４期） 〔2〕 

 

 

 

 

●国際イノベーション会議「Hack Osaka 2018」を 

平成 30 年 2 月 27 日（火）に開催 

 テーマ：「つながる力・つなげる力でセレンディピティを生み

出す-Give Before You Get-」 

 キーノート：Tiantian Zhang 氏（Co-founder of Vigo 

Technologies）、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾁｬﾚﾝｼﾞｬｰｽﾞﾄｰｸ：須田健太郎

氏 (FREEPLUS 創業者) 他 

 ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙﾋﾟｯﾁｺﾝﾃｽﾄ(ﾍﾙｽｹｱ､ﾄﾗﾍﾞﾙﾃｯｸ分野等)、スタ

ートアップショーケース（展示ブース）、学生ピッチなど同時

開催 

●参加者数  684 人〔737 人〕 

ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
） 

目標・ 

達成水準 

（年間） 

 

 

 

 

 

 

国内外のメディアに取り上げられる  

 

定量的指標 （開設（H25）～30 年度累計） 

① HP のユーザー数 326,000  

② FB の「いいね」数   8,300 

③ メルマガ登録者数  22,000  

④ 展示会出展      1 回  

 

定性的指標 

 メディア掲載数及びメディアによる評価 

起業・イノベーション創出を担う人材を輩出する多様なコミュニティ

の活動が活性化している 

 

定量的指標 （開設（H25）～30 年度累計） 

① 会員制度登録者数※ 1,000 

 ※OIH メンバーズ会員（ﾌﾟﾚｲﾔｰ･ﾊﾟｰﾄﾅｰ）、旧 Osaka Hackers Club 

② ＯＩＨメンバーズ会員が持つ情報発信対象者数 33,000  

 

定性的指標 

 コミュニティの形成が促進されている 

 多様なコミュニティが参画している 

 グローバルネットワークが形成されている 

イノベーション創出に資するプロジェクトの具体化が進行して

いる 

 

定量的指標 （H28～30 年度累計） 

① 事業化プロジェクト創出・推進支援件数  

50 件以上／年（H28～H30 150 件以上） 

（投資を受けたプロジェクト（調査回答分）25 億円） 

 

（事業化定義） 

 守秘義務、共同研究等契約関係、ソフトフェア等における

試作版の公開、資金調達に向けた具体的アクション 

 スーパープロデューサーが認定したもの 

 

開催する国際会議が国内外から注目度が高いプロジェクト

発表の場となる。  

 

定量的指標 

① 海外関係からの参加者数 100 人程度 〔100〕 

② メディアでの掲載数 10 件以上 〔10〕 

 

定性的指標 

 参加者やメディアによる評価内容 

 YouTube、Facebook の情報発信効果 

 

目 標 設 定

の考え方 

平成 27 年度の実績を勘案して設定している 平成 27 年度の実績を勘案して設定している 25 年～27 年度の 3 ケ年で、プロジェクト創出支援 100 件を

目標。27 年度の目標 50 件を 28 年～30 年度に継続 

時宜にあったテーマ設定や効果的な情報発信を行うことで、

少なくとも昨年度並みの成果を設定している 

実績 

（2 月末 

現在） 

 

定量的指標 （H25～29 年度累計） 

①  315,691          〔H25～28 計 240,247〕 

②  7,254             〔   〃     6,209〕  

③  16,181            〔   〃     14,180〕 

④     ３           〔‐〕 

 

定性的指標 （国際会議含む） 

 WEB メディア掲載             44 回 〔41〕 

 新聞・雑誌掲載              48 回 〔13〕 

 テレビ放映                 10 回  〔5〕 

 昨年度からのＯＩＨシードアクセラレーションプログ

ラム参加企業が新聞等で紹介されるようになって

いる。また、ＪＩＰ深センプログラム等の取組等がテ

レビ、新聞等で好意的に紹介された。 

 

定量的指標 （H25～29 年度累計） 

① 914 人（ﾌﾟﾚｲﾔｰ 645 人、ﾊﾟｰﾄﾅｰ 269 人）  

〔H25～28 計 761（537、224）〕 

② 119,202 人          〔H25～28 計 104,885〕 

 

定性的指標 関係先とネットワーク構築 

 ＯＩＨの学生スタッフがコミュニティリーダーとなり、エンジニア

によるコミュニティ「Developer Circles Osaka from Facebook」

を立ち上げた。今後エンジニアのＯＩＨへの巻き込みが期待で

きる。 

 米国や中国・深センのアクセラレーター、フランス、イスラエ

ル、スイスの政府機関などと連携した事業を実施し、海外ネッ

トワークを拡大。 

定量的指標 

ビジネスプランコンテストや、プログラムでの成果発表等

を通じて形成されたチームの状況の把握に努めている。 

                               

① 55 件〔56〕 （ｼｰﾄﾞｱｸｾﾗﾚｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ事業の 20 件を含み 56 件） 

                           〔H25～27 累計計 115 件〕 

 

（投資を受けたプロジェクト※ 約 15 億円。融資を含め約 24 億円） 

〔H25～27 累計約 17 億円〕 

 

   ※ＯＳＡＰ参加企業のみの実績。その他のＯＩＨで支援した企業への 

投資額はＨ３０年度末に集計 

 

 

定量的指標 

① 外国人参加者数 86 人、比率 12.5 ％ 

〔94/737 で 12.8％〕 

② 13 件 〔13 件〕 

 

定性的指標 

・Ｕｓｔｒｅａｍ視聴者数（当日）：142 件 〔384〕 

・Facebook 投稿（当日）   ： 37 件〔41〕 

・Facebook いいね（当日）  ：117 件 〔131〕他 

 

・参加者アンケート（N=101）： 

  「満足」、「やや満足」計 73％ 

   (参考) 昨年度「Hack Osaka 2017」 You Tube 

閲覧件数 777 件（2918 年 3 月 14 日まで） 

イベント参加者数 13,163 人〔12,969〕(別途、拠点来場者 2,312 人〔3,644〕)  

 

 

イベント参加者数  6,500 人以上 〔6,500〕 

資料１ 

※合計 15,475  人 〔16,613〕 

 



  

 

 

 

   

 情報発信 コミュニティ形成・連結 プロジェクト創出 プロジェクトのショーケース 
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段

階
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評

価 

アウト 

プット Ｂ Ｓ Ａ Ａ 

アウト 

カム Ａ      Ａ Ｓ Ａ 

自己評価 

各事項別 

コメント 

 情報発信数は年間の発信目標数を上回っている。今

年度後半から、メルマガの配信が隔週から毎週にな

り、充実することができているが、一方でイベントレポ

ートや英語での発信が手薄な面があった。 

 ユーザーが必要な情報を探しやすくなるよう、ＯＩＨの

Web サイトを 9 月１日に全面改修・リリースし、ＯＩＨを

応援してくださるメンターの紹介や先輩起業家の成功

事例等を掲載。 

  「TechInAsiaTOKYO」に大阪のベンチャー３社ととも

に出展し、東京圏におけるプロモーションを行った。

出展ブースには東京圏のみならず、アジアをはじめ

世界各国のスタートアップが集結しＯＩＨのＰＲ及びプ

レイヤーの勧誘を行った。 

 また、プレス配信事業者の協力のもと、ＯＩＨ会員企業

のプレスリリースを支援する新サービスを年度末まで

試行実施し、これまでに 8 社が利用。 

 アウトカムは目標達成に向けて堅調。メディア紹介

は、支援しているベンチャー企業が取り上げられる機

会も多くあった。 

 イベント数、参加者数とも昨年と同水準で、目標を大きく上回っ

て推移。米国のアクセラレーター（500Startups やＴｅｃｈｓｔａｒｓ

他）、仏・スイス・イスラエルの各大使館、JETRO などと連携し、

海外ピッチイベントの日本予選、セミナーなどを実施。 

 ジェトロ大阪と初めてジェトロ・イノベーション・プログラム深セン

（ＪＩＰ）を開催。ＯＩＨでの事前研修を経て、深センハイテクフェア

に出展及び現地でのピッチを実施。現在、継続中の商談もあ

り、中国でのビジネス展開の機会を創出した。 

 上記ＪＩＰプログラムの現地パートナーである深セン清華大学研

究院傘下の Leaguer X と２月に連携協定を締結し、中国市場に

関心のあるスタートアップへの支援体制も構築。 

 若手起業家や学生を対象に例年シリコンバレーで実施してきた

海外ワークショップを初めて深センにて開催。シリコンバレーツ

アーより参加者は少なかった。 

 本年度、ＯＩＨの会員組織を「OIH メンバーズ」へと改称。会員数

も順調に推移し、会員の持つネットワークも拡大し、新事業創出

のための活動スペースの提供や、メンター制度を整備した。 

 経産省のイントルプレナー育成事業「始動」参加者と連携し、新

たに「イントルプレナーミートアップ」プログラムを構築。昨年度

に引続き、大企業新規事業担当者を OIH に誘引している。 

 そのほか、実証実験やＡＩビジネス支援事業を実施している大阪

商工会議所や大阪弁護士会など連携先が広がるほか、Faceｂ

ook 社と連携したエンジニアコミュニティを立ち上げ、エンジニア

の呼び込みが期待できる。 

 イベント数は目標を上回っている。 

 上期はアメリカやスイスのアクセラレーターや外国企業が

主催するピッチイベント、ハッカソン、オープンイノベーショ

ン等を実施した。下期は昨年に引き続きオランダ発祥の国

際ピッチコンテストの日本予選を実施。 

 ＮＩＣＴ（情報通信研究機構）主催の「起業家万博」・「起業

家甲子園」の大阪予選なども昨年に引き続き開催、今回

は予選会の前に出場者に対してメンタリングも実施し、ビ

ジネスプランの発表のブラッシュアップも実施した。 

 起業家人材を増やすため、学生等を対象とした教育事業

（ニーズ顕在化プログラム）を実施した。外部団体との連携

によって、参加者数や内容も充実したプログラムとなりプロ

ジェクト創出にもつながった。 

 大学のシーズを活用したプロジェクト創出をめざし、国立大

学ファンドの協力によるテックミーティングを開催した。 

 ＯＳＡＰで第３期、第４期各４カ月ずつ計 20 社のベンチャー

を、大企業やベンチャーキャピタルのメンタリング等により

支援し、資金獲得や事業プランの改善等につなげ、プロジ

ェクトの推進を支援した。昨年度の第１期からの累計で投

資・融資合わせて約 24 億円の資金獲得に成功しており、

大企業等との連携事例も出てきている。 

 以上の結果、創出・推進できたプロジェクトは目標の 50 件

に対して、55 件となっている。 

 国内及び海外で活躍する起業家から自身の体験談を踏ま

えた講演や各国で起業家支援に取り組むアクセラレーター

や行政関係者によるパネルディスカッションを通じて、大阪

がイノベーションが次々と生み出される街となるための議

論を行った。 

 今回初の試みとして、本市がアジアに構築しているビジネ

スパートナー都市ネットワーク、フレンチテック、テルアビ

ブ、深センから優秀なスタートアップ企業を選出し、質の高

いピッチコンテスト（Hack Award）を実施した。翌日はジェト

ロ等と連携し関西の大企業等の新規事業担当者と Hack 

Award 登壇企業による商談会も実施。 

 サブ会場では、ＯＩＨで支援した起業家による出展ブースや

ＶＣとのマッチングを実施した。また、関西の各大学からの

推薦をうけた学生が出場するピッチコンテスト「KANSAI 

STUDENTS PITCH Grand Prix 2018」を初開催し、多くの学

生の来場者を得ることができた。優勝者は、総務省の「起

業家甲子園」でも「総務大臣賞」を受賞しており、髙いレベ

ルの学生起業家が集まった。 

 昨年に引き続き、ピッツバーグで開催される Monodukuri 

Hardware Cup の日本予選も開催した。 

 うめきた 2 期協議会が主催する「イノベーションストリーム 

Kansai」も同時開催。しかし、来場者数や動画配信は昨年

には届かなかった。 

 外国人数は前回実績を下回った。 

 

来

年

度

の

方

針 

 ・連携する国内外のコミュニティや（ＷＥＢ）メディア、

関係機関との連携、英語による発信など、発信力

の強化に引き続き取り組む。 

・本市の他のイノベーション関連施策と連携し、大

阪で多くの施策が展開されていることを発信し、 

 「イノベーション都市・大阪」のイメージづくりに取り

組む。 

 

・引き続き様々な団体と共催することで、幅広い分野・テーマのイ

ベントを開催し、多様な人々を呼び込む。 

・コミュニティや外部団体等との連携を強化しプロジェクト創出等

につなげていく。 

・海外の連携先とともに起業家の相互交流の実現をめざす。 

・起業家やオープンイノベーション志向の企業等とのネッ

トワークを拡大するとともに、国内外のピッチイベント等

の「つながる機会」を増やして、参加していただくことで、

つながりの質、量を高めていく。 

・起業家教育プログラム等によって、新規ビジネスの創

出をめざす。 

・産学連携の取組みを進め、ＩＴ以外のテクノロジー系の

ベンチャーの輩出をめざす。 

・大阪市やＯＩＨが培った海外ネットワークを活用し、優秀

なスタートアップの参画に引き続き取り組む。 

・外国人参加者数を増やしていくために、関西エリアの

留学生ネットワーク等と連携するとともに、HackAwarｄ

の質も高めて国内外からの参加者を増やす。 

議

会

評

価 

段階別 

評価 

    

事業総括 

コメント 

 

 

 

 

 

 

評価：Ｓ 目標･達成水準を上回っており、特筆すべき進捗状況にある    Ａ 目標･達成水準に到達しており、順調に進捗している 

   Ｂ 目標･達成水準の到達に向けて、おおむね進捗している      Ｃ 目標･達成水準の到達のために、重大な改善事項がある 


